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オ
バ
マ
政
権
に
つ
い
て
の
「
ウ
ッ
ド

ワ
ー
ド
本
」が
早
く
も
出
版
さ
れ
た
。ウ
ッ

ド
ワ
ー
ド
の
執
筆
の
ス
ピ
ー
ド
は
い
っ
そ

う
早
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
ブ
ッ
シ
ュ
政

権
の
８
年
間
に
つ
い
て
は
、
４
冊
が
出
版

さ
れ
た
。B

ush at W
ar

（
２
０
０
３
年
、邦

訳
『
ブ
ッ
シ
ュ
の
戦
争
』）、Plan of A

ttack

（
２
０
０
４
年
、邦
訳『
攻
撃
計
画
』）、State 

of D
enial: B

ush at W
ar, Part III （

２
０
０

６
年
、
邦
訳
『
ブ
ッ
シ
ュ
の
ホ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
』
２
０
０
７
年
、
い
ず
れ
も
日
本
経

済
新
聞
社
）、
そ
れ
にT

he W
ar W

ithin: A
 

Secret W
hite H

ouse H
istory 2006-2008

　
（
２
０
０
８
年
、
未
邦
訳
）。

　

本
書
『
オ
バ
マ
の
戦
争
』
は
、
当
選
か

   

選
評   

東
京
大
学
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科
学
技
術
研
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ン
タ
ー
准
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池
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将
軍
た
ち
は
前
回
の
戦
争
を

準
備
す
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ら
政
権
初
年
度
の
末
ま
で
を
中
心
に
扱
う
。

前
半
部
で
は
、
映
画
「
七
人
の
侍
」
の
よ

う
に
、
政
治
任
命
で
オ
バ
マ
政
権
に
登
用

さ
れ
た
高
官
が
、打
診
の
連
絡
を
受
け
、順

に
登
場
す
る
。

　

O
bam

a's W
ars

と
い
う
複
数
形
の
タ
イ

ト
ル
か
ら
は
、
対
イ
ラ
ク
政
策
や
、
あ
る

い
は
イ
ラ
ン
問
題
に
つ
い
て
も
扱
わ
れ
て

い
る
も
の
と
想
像
さ
れ
る
の
だ
が
、
実
際

に
は
対
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
策
の
み
が
描

か
れ
る
。
中
で
も
２
０
０
９
年
12
月
１
日

に
発
表
さ
れ
た
、
対
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
増

派
政
策
を
決
定
す
る
過
程
に
、
叙
述
の
焦

点
は
絞
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
な
ぜ

w
ar

が
複
数
形
な
の
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら

く
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
策
の
策
定
に
当

た
っ
て
の
政
権
内
部
で
の
「
戦
争
」
が
、２

０
０
９
年
を
通
じ
て
幾
度
も
繰
り
広
げ
ら

れ
て
き
た
と
い
う
意
味
な
の
だ
ろ
う
。

　

そ
の
意
味
で
、『
オ
バ
マ
の
戦
争
』
は
前

作T
he W

ar W
ithin

（『
ブ
ッ
シ
ュ
政
権　

内
な
る
戦
争
』
と
訳
せ
る
）
の
続
編
と
見

る
こ
と
も
で
き
る
。
共
和
党
が
２
０
０
６

年
に
２
期
目
の
中
間
選
挙
で
敗
れ
た
後
、

ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
が
政
権
内
外
の
懐
疑
的

な
意
見
を
押
し
切
っ
て
「
大
幅
増
派

（surge

）」
に
踏
み
切
っ
た
過
程
が
、

『
ブ
ッ
シ
ュ
政
権　

内
な
る
戦
争
』で
は
描

か
れ
て
い
た
。
本
作
で
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
と
パ
キ
ス
タ
ン
で
の
紛
争
を
「
オ
バ

マ
の
戦
争
」
と
し
て
受
け
止
め
る
過
程
で

の
「
内
な
る
戦
争
」
が
主
要
な
テ
ー
マ
と

な
る
。
大
統
領
ら
「
文
民
」
と
、
国
防
総

省
の
制
服
組
幹
部
と
の
齟そ

齬ご

・
軋あ

つ

轢れ
き

と
い

う
テ
ー
マ
も
共
通
で
あ
り
、「
大
幅
増
派
」

の
実
施
を
担
っ
て
名
を
上
げ
た
ペ
ト
レ
イ

ア
ス
将
軍
ら
が
、
前
作
に
続
い
て
登
場
す

る
。

　

し
か
し
、
評
価
の
軸
は
前
作
と
本
作
で

大
き
く
ず
れ
て
い
る
。
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ド
は

前
作
で
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
の
イ
ラ
ク

へ
の
「
大
幅
増
派
」
の
意
思
決
定
を
、
か

な
り
好
意
的
に
描
い
て
い
た
。
と
こ
ろ
が

本
作
『
オ
バ
マ
の
戦
争
』
で
は
、
評
価
の

軸
が
一
部
反
転
し
て
い
る
。
前
作
で
は
大

胆
・
果
敢
な
作
戦
を
考
案
し
て
ブ
ッ
シ
ュ

大
統
領
の
評
価
を
得
て
、
イ
ラ
ク
で
の
作

戦
の
実
施
で
成
果
を
あ
げ
た
ペ
ト
レ
イ
ア

ス
将
軍
ら
が
英
雄
視
さ
れ
た
の
に
対
し
、

『
オ
バ
マ
の
戦
争
』で
は
そ
の
将
軍
た
ち
が

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
も
同
様
に
大
規
模
の

増
派
を
要
求
し
て
譲
ら
ず
、
オ
バ
マ
大
統

領
や
バ
イ
デ
ン
副
大
統
領
と
対
立
す
る
様

子
が
、
オ
バ
マ
側
に
好
意
的
な
視
点
で
描

か
れ
る
。

　
「
将
軍
た
ち
は
、
次
の
戦
争
で
は
な
く
、

前
回
の
戦
争
の
準
備
を
す
る
」
と
い
う
言
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い
習
わ
し
が
あ
る
が
、
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ド
の

描
写
は
ま
さ
に
こ
れ
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。

ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
イ
ラ
ク
増
派
の
成
功
で
、

軍
内
部
で
の
勢
力
を
確
固
た
る
も
の
に
し

た
ペ
ト
レ
イ
ア
ス
将
軍
と
そ
の
一
派
が
、

オ
バ
マ
政
権
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
策
で

は
同
様
の
増
派
作
戦
に
固
執
し
て
、
大
統

領
の
意
思
に
逆
ら
う
勢
力
と
化
し
た
、
と

い
う
見
立
て
で
あ
る
。

　

傷
病
兵
の
慰
問
で
ほ
と
ん
ど
「
神
が
か

り
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
演
出
し
て
報
じ
さ

せ
、
政
界
進
出
の
野
心
を
み
な
ぎ
ら
せ
る

ペ
ト
レ
イ
ア
ス
将
軍
や
、
リ
ー
ク
や
あ
か

ら
さ
ま
な
独
走
発
言
で
大
統
領
の
政
策
判

断
を
あ
ら
か
じ
め
制
約
し
よ
う
と
す
る
マ

ク
リ
ス
タ
ル
将
軍
（
駐
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

米
・
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
司
令
官
・
当
時
）
が
、
今

回
は
「
悪
者
」
と
し
て
描
か
れ
る
。

　

軍
幹
部
に
対
す
る
評
価
が
反
転
し
て
い

る
と
い
っ
て
も
、
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ド
は
前
作

と
同
じ
ス
ト
ー
リ
ー
を
描
い
て
い
る
と
も

言
え
る
。
軍
人
の
独
走
を
抑
え
、
文
民
の

大
統
領
が
最
後
は
統
制
す
る
と
い
う
ス

ト
ー
リ
ー
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
民
主
主
義

の
理
念
が
顕
現
す
る
瞬
間
に
、
多
く
の
ア

メ
リ
カ
人
読
者
が
共
感
す
る
の
だ
ろ
う
。

　

ウ
ッ
ド
ワ
ー
ド
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス

の
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ル
ー
ム
で
繰
り

返
し
行
わ
れ
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
策
の

討
議
を
、
ま
る
で
そ
こ
に
居
合
わ
せ
た
か

の
よ
う
な
、
い
つ
も
の
筆
致
で
描
写
す
る
。

そ
の
際
に
、
政
権
内
部
の
諸
勢
力
が
メ

デ
ィ
ア
を
用
い
て
世
論
を
有
利
に
導
こ
う

と
す
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
明
か
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
興
味
深
い
。
国
防
総
省
が
ま
と
め

た
「
マ
ク
リ
ス
タ
ル
報
告
書
」（
８
月
31
日

付
）
は
、
大
幅
な
増
派
な
し
に
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
情
勢
の
好
転
は
望
め
な
い
と
結
論

づ
け
た
が
、
こ
れ
は
即
座
に
メ
デ
ィ
ア
に

リ
ー
ク
さ
れ
、
オ
バ
マ
大
統
領
の
「
長
引

く
決
断
」
を
責
め
る
論
調
に
力
を
与
え
た
。

し
か
し
こ
れ
に
対
抗
す
る
側
も
黙
っ
て
い

な
い
。
９
月
２
日
付
の
『
ワ
シ
ン
ト
ン
・

ポ
ス
ト
』
に
掲
載
さ
れ
た
、デ
ー
ビ
ッ
ド
・

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス
の
コ
ラ
ム
は
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
へ
の
増
派
が
オ
バ
マ
に
と
っ
て

「
ベ
ト
ナ
ム
」に
な
る
と
警
告
し
た
。
こ
れ

は
軍
に
対
す
る
牽け

ん

制せ
い

と
見
ら
れ
た
。
こ
れ

を
読
ん
だ
ペ
ト
レ
イ
ア
ス
将
軍
は
早
速

『
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
』
の
別
の
コ
ラ
ム

ニ
ス
ト
で
あ
る
マ
イ
ケ
ル
・
ガ
ー
ソ
ン
に

電
話
を
か
け
、
反
論
を
流
す
。
ガ
ー
ソ
ン

は
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
の
ス
ピ
ー
チ
ラ
イ

タ
ー
で
、
９
・
11
事
件
後
の
対
外
強
硬
策

の
演
説
起
草
に
関
与
し
た
と
い
う
。

　

オ
バ
マ
と
将
軍
た
ち
の
決
定
的
な
「
対

決
」
は
、
象
徴
的
に
も
11
月
11
日
の
「
退
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役
軍
人
記
念
日
（V

eterans D
ay

）」
に

起
こ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
日
の
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
政
策
再
検
討
の
会
議
（
８
回
目
だ

と
い
う
）
に
、
オ
バ
マ
は
遅
れ
て
入
っ
て

く
る
。
オ
バ
マ
は「
遅
れ
て
す
ま
な
い
。
私

た
ち
が
今
何
を
や
っ
て
い
る
か
、『
ウ
ォ
ー

ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
で
読

む
の
で
忙
し
か
っ
た
の
で
ね
」
と
皮
肉
で

口
火
を
切
っ
た
。
そ
の
日
の『
ウ
ォ
ー
ル
・

ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
で
、
大
統

領
は
３
万
〜
３
万
５
０
０
０
人
の
増
派
の

判
断
を
迫
ら
れ
て
い
る
と
報
じ
ら
れ
、
軍

の
要
求
を
既
成
事
実
化
す
る
リ
ー
ク
と
見

ら
れ
た
。
軍
上
層
部
か
ら
の
政
策
案
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
対
し
、
オ
バ
マ
は

正
面
か
ら
異
議
を
つ
け
る
。
示
さ
れ
た
四

つ
の
選
択
肢
の
う
ち
、
二
つ
は
明
ら
か
に

現
実
的
で
は
な
い
。
残
り
の
二
つ
は
実
質

上
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
が
な
い
。
つ
ま
り
軍

が
大
統
領
に
与
え
た
選
択
肢
は
た
だ
一
つ

で
は
な
い
か
、
と
。
こ
こ
か
ら
大
き
く
政

策
論
は
展
開
し
、
12
月
１
日
に
発
表
さ
れ

た
、
軍
の
要
求
す
る
増
派
は
認
め
つ
つ
も
、

２
０
１
１
年
７
月
ま
で
に
成
否
を
判
定
す

る
と
い
う
、
出
口
戦
略
を
よ
り
明
確
に
し

た
政
策
発
表
に
つ
な
が
る
。
２
０
０
９
年

３
月
の
時
点
で
の
オ
バ
マ
の
認
識
は
「
世

論
が
私
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
問
題
で
与
え

て
く
れ
る
時
間
は
２
年
間
し
か
な
い
」
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
オ
バ
マ
の
政
治
判

断
と
、
軍
の
専
門
家
集
団
と
し
て
の
作
戦

遂
行
能
力
の
認
識
と
の
妥
協
点
が
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
政
策
に
結
実
し
た
。

　

ウ
ッ
ド
ワ
ー
ド
は
ど
こ
ま
で
も
細
か
い

デ
ィ
テ
ー
ル
に
拘
泥
す
る
。
例
え
ば
、

ジ
ョ
ー
ン
ズ
国
家
安
全
保
障
担
当
補
佐
官

は
「
身
長
６
フ
ィ
ー
ト
５
イ
ン
チ
」
で
、

「
よ
く
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
髪
型
、長
い

男
ら
し
く
整
っ
た
顔
立
ち
、
明
る
く
澄
ん

だ
青
い
目
、
少
年
の
よ
う
な
笑
顔
、
柔
ら

か
い
物
腰
、
ま
る
で
海
兵
隊
の
案
内
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
か
ら
出
て
き
た
よ
う
な
人
物
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う
い
っ
た
細
部

に
渡
る
描
写
が
、
政
治
現
象
と
し
て
の
ホ

ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
を
描
く
た
め
に
ど
れ
だ
け

有
益
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
少
な
く

と
も
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ド
が
そ
れ
ら
の
人
物
に

「
肉
薄
し
て
い
る
」こ
と
は
示
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
。

　

オ
バ
マ
政
権
の
内
政
・
外
交
を
含
め
た

政
策
決
定
過
程
を
、
よ
り
分
析
・
批
評
的

に
見
て
い
く
に
は
、
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
オ
ル

タ
ー
『
約
束
─
─
オ
バ
マ
大
統
領
の
第
一

年
』
と
併
せ
て
読
む
と
よ
い
。
両
書
か
ら
、

オ
バ
マ
政
権
の
内
政
・
外
交
の
総
合
的
な

視
野
が
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

（
い
け
う
ち 

さ
と
し
）




